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前期比： △1.3%億円1兆332 前期比： +3.2%億円254

前期比： +2.7%億円280 前期比： △24.0%億円193経常利益 当期純利益

売上高 営業利益
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新中期経営計画のもと、すべてのステークホルダーとともに、
持続的成長を目指してまいります。
平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
この度の新型コロナウイルス感染症により亡くなられた方々に謹んでお悔やみを申しあげますとともに、罹患
された皆様に心よりお見舞い申しあげます。また感染拡大の収束や日常生活を支えるためにご尽力されている
皆様に心より感謝申しあげます。
2021年３月期は中期経営計画の最終年度となっておりましたが、積極投資による新物流モデルの確立や、将来
につながる機能を強化するための専門部署の設置など、着実に計画を実行してまいりました。業績面においては、
コロナ禍の厳しい環境下において、減収を余儀なくされましたが、変化に対応した経営を進め、過去最高の営業利
益を計上することができました。引き続き、新たに策定した中期経営計画を基に、社会や環境への取組みも含め、
すべてのステークホルダーとともに、持続的な成長を目指してまいります。

株主の皆様におかれましては、一層のご支援・ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。

代表取締役社長

2021年3月期実績（中期経営計画最終年度）及び2022年3月期計画

売上高は、コロナ禍のなか、マスクなどの衛生関連品が好調であったものの、インバウンド需要の大幅な減少や外出自粛に伴う化粧品需要の
減少などにより減収となりました。一方で、利益面は、大きな環境変化に迅速に対応するなど効率的な企業運営に努め、過去最高の営業利益
となりました。なお、当期純利益は、前期においてRDC東京の売却益を特別利益に計上していたことにより減益となりました。

2021年３月期業績



環境課題
への対応

すべてのステークホルダーとともに持続的な成長を目指してまいります

● 当たり前の日常をより豊かに

● デジタルを活用した働きやすい環境づくり

ガバナンスの強化 ● プライム市場上場に資するガバナンスの強化

● 配送効率化によるCO2排出量の削減

● 廃棄物の削減　● エシカル消費拡大への貢献

社会課題
への対応

新たに中期経営計画を作成いたしました（2022年3月期～2024年3月期）

事業活動を通じて環境・社会課題の解決を加速

PALTAC VISION

2024
中期ビジョンを実現させる４つの柱

「輝く未来へ」
～ サプライチェーンとともに歩む ～

連携・協働と機能強化により
中間流通プラットフォーマーとしての真価を発揮

激変する環境に対応する
「リテールソリューション力の強化」

『安心・安全』『高効率』を追求する
「ロジスティクスソリューション力の強化」

価値提供の仕組みを支える
「システム機能の強化・デジタル化の推進」

持続的成長の源泉
「人財・組織の強化」

※詳細につきましては、当社ホームページにも掲載しておりますのでご覧ください。

RDC新潟 RDC東北

RDC横浜

RDC宮城RDC埼玉

RDC関東

全国物流網と迅速なBCP※の実行により
生活必需品の安定供給を実現

震源地に近い「RDC宮城」が被災し、約2週間の出荷不能となりましたが、
災害時における代替出荷体制を整備していたことで、スムーズに近隣セン
ターからの出荷に切り替えることができ、安定供給を継続することができ
ました。

今後につきましても、災害を経験する都度、BCPの見直しを実施し、「安
心・安全」の物流基盤の強化に努めてまいります。

※事業継続計画

「令和3年2月13日福島県沖の地震」に対する当社の対応

1 1,250兆 億円売上高 290億円営業利益 5.29%販管費率数値目標



取締役専務執行役員
営業統括本部長 兼 商品本部長 

兼 海外事業本部長

野間 正裕

・  定款の定めにより毎年改選となります。
・  第93期定時株主総会の候補者を記載しております。

・  会社法の規定により任期は4年となります。
・  第93期定時株主総会において、監査役の改選はございません。

 ※  取締役の地位・担当
は、株主総会後の内
定状況 （2021年2月
8日開示）を反映して
記載しております。

代表取締役会長
兼 CEO

三木田 國夫

取締役常務執行役員
経営企画室長

嶋田 政治

代表取締役社長
兼 COO

糟谷 誠一

社外取締役

余郷 勝利

株主還元について

当期の配当金につきましては上記の方針に基
づき1株当たり年間配当金は前期に比べて2円
増配し72円といたしました。また、次期の年間配
当金につきましては1株当たり78円（6円増配）
を予定しております。

取締役 9名 （うち社外取締役 4名）

監査役 5名 （うち社外監査役 3名）

取締役専務執行役員
管理担当

森谷 晃佳

（単位：円）　■ 中間　■ 期末
配当実績
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※連続増配は株式分割に伴う実質増配を含んでおります。

社外取締役

大石 歌織
独立役員独立役員

常勤監査役

金岡 幸宏
社外監査役

鈴木 秀夫
社外監査役

小寺 陽平
常勤監査役

新谷 尚志
社外監査役

原 繭子
非改選非改選

社外取締役 社外取締役

浅田 克己 織作 峰子
独立役員 独立役員新　任

独立役員非改選 独立役員非改選独立役員非改選

取 締 役・監 査 役 の ご 紹 介

● 安定した配当を継続
● 中長期的な業績拡大に応じて増配に努める
● 配当性向25%以上を目途

次期以降「総還元性向30%を目標」
に変更



株主メモ
事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで

配 当 金 受 領
株 主 確 定 日

3月31日、9月30日
その他必要があるときは、あらかじめ公告して定めた日

定 時 株 主 総 会 毎年6月

株主名簿管理人 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先
三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
〒541-8502 大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
℡ 0120-094-777（通話料無料）

上場証券取引所 東京証券取引所市場第一部（証券コード8283）

単 元 株 式 数 100株

公 告 の 方 法

当社ホームページに掲載いたします
（公告掲載URL） http://www.paltac.co.jp/
但し、電子公告によることができない事故、その他やむを
得ない事由が生じた場合には、日本経済新聞に掲載する

（ご注意）
1．  株主さまの住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座

管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等にお問い合わ
せください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取扱いできませんのでご注意ください。

2．  未受領の配当金に関するお手続き、その他株式事務に関する一般的なご照会につきましては、株主名
簿管理人（三菱UFJ信託銀行）にお問い合わせください。

この冊子は環境にやさしい植物油インキを使用しています。

見通しに関する注意事項
この株主通信に記載されている当社の計画、 
見通し、戦略などは、日本経済の動向、業界の 
動向、市場の競争状況などの影響を受けます。
そのため、実際の業績はこれら見通しと異なる
可能性がありますことをご承知おきください。

お届けするのはモノ以上の価値

所有者別
株式分布状況
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財務ハイライト

■ 金融機関 12,150千株（19.1%）

■ 外国株主 13,276千株（20.9%）

■ 個人株主 3,232千株 （5.1%）

■ その他法人 34,613千株（54.5%）

■ 証券会社 274千株 （0.4%）

■ 自己株式 6千株 （0.0%）

統合報告書・SDGs動画のご案内
私たちのSDGsに対する考えや取組みは、ホームページに
掲載している統合報告書や動画コンテンツを通じてご覧い
ただけます。特に動画コンテンツでは、SDGsに対する取組
みを分かりやすくまとめて紹介しています。

ホームページのご案内
詳しい会社情報や財務関連情報を
ご覧いただけます。

http://www.paltac.co.jp/
PALTAC　IR 検索

スマートフォン
にも対応！

株式の状況 （2021年3月31日現在）

発行可能株式総数 180,000,000株

発行済株式の総数
※自己株式含む 63,553,485株

株主数 3,041名

※自己株式6,387株
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統合報告書 SDGｓ


